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近
現
代
の
家
族
と
神
社

森

岡

清

美

一
、
問
題

　

編
集
者
か
ら
示
唆
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
「
近
現
代
の
家
族
」
で
あ
っ

た
が
、
神
社
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
近
現
代
の
家
族
を

論
じ
た
の
で
は
、
今
回
の
特
集
の
趣
旨
に
合
わ
な
い
と
考
え
て
、
掲

出
の
標
題
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
家
族
を
神
社
に
結
び
つ
け
る
に

は
、
新
生
児
の
宮
参
り
、
神
前
結
婚
式
、
神
葬
祭
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
上
の
出
来
事
に
注
目
す
る
か
、
神
棚
、
神
宮
大
麻
と
い
っ

た
家
庭
内
の
礼
拝
設
備
や
礼
拝
対
象
に
焦
点
を
置
く
な
ど
、
工
夫
が

必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
家
族
と
寺
院
は
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
日
本
の
寺
院
は
家
の
先
祖
供
養
を
担
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
檀
家
の
先
祖
供
養
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
々
孫
々
に
わ
た

る
檀
家
の
直
系
的
な
存
続
が
寺
院
の
師
資
相
承
を
支
え
、
寺
院
の
世

代
的
継
承
を
担
保
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
家
と
寺
院
と
の
結
合

は
ほ
と
ん
ど
自
明
の
理
で
あ
っ
た
。
家
と
寺
院
と
の
関
連
を
問
う
と

き
、
現
代
に
お
け
る
家
の
変
化
が
寺
院
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
か
と
い
う
、
基
本
的
な
問
題
が
た
だ
ち
に
提
起
さ
れ
る
。

家
族
と
寺
院
の
関
係
を
問
う
た
め
に
特
別
の
工
夫
が
要
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　

寺
院
は
家
族
に
結
び
つ
く
の
に
対
し
、
神
社
は
地
域
に
結
び
つ
い

て
い
る
。
こ
れ
は
地
域
に
居
住
す
る
か
ぎ
り
日
常
的
に
経
験
す
る
事

実
で
あ
っ
て
、
挙
証
の
必
要
が
な
い
が
、
あ
え
て
一
つ
の
資
料
を
取

上
げ
て
み
よ
う
。
近
代
神
社
制
度
の
基
礎
と
な
っ
た
明
治
四
年
五
月

一
四
日
付
太
政
官
布
告
第
二
三
五
「
官
社
以
下
定
額
、
神
官
職
制
等

に
関
す
る
件
」
の
別
紙
を
点
検
す
る
と
、
神
社
は
ま
ず
官
社
と
諸
社

に
大
別
さ
れ
、
諸
社
に
府
社
藩
社
県
社
と
郷
社
の
二
等
が
示
さ
れ
て

い
る
。
府
藩
県
社
は
府
藩
県
崇
敬
の
社
、
郷
社
は
郷
邑
産
土
神
と
注

記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
諸
社
の
地
域
対
応
性
は
明
瞭
で
あ
る
。
官
社

の
う
ち
国
幣
社
は
、
官
幣
社
の
な
い
旧
国
に
つ
い
て
一
社
づ
つ
指
定
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さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
大
体
旧
国
の
一
の
宮
が
指
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
こ
こ
に
も
地
域
性
は
濃
厚
で
あ
る
。

官
幣
社
、
と
く
に
新
設
の
官
幣
社
は
地
域
性
が
乏
し
か
っ
た
が
、
例

え
ば
明
治
神
宮
は
そ
の
維
持
運
営
団
体
に
東
京
府
・
東
京
市
・
東
京

商
工
会
議
所
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
都
の
巨
大
な
鎮
守
の
性

格
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
神
社
は
地
域
と
結
び
つ
き
、
住

民
が
氏
子
で
あ
る
一
定
の
地
域
、
あ
る
い
は
崇
敬
者
が
集
住
す
る
一

定
の
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
つ
い
て
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

神
社
が
地
域
と
密
着
あ
る
い
は
相
即
す
る
事
実
に
鑑
み
、
家
族
の

地
域
移
動
が
神
社
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
標

記
の
テ
ー
マ
に
接
近
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
家
族
の
地
域
移
動
を

よ
り
一
般
的
な
用
語
で
捉
え
る
な
ら
、
人
口
の
地
域
移
動
で
あ
る
。

人
口
の
地
域
移
動
と
家
族
の
地
域
移
動
は
等
価
で
は
な
く
、
人
口
の

地
域
移
動
の
ほ
う
が
広
い
概
念
で
あ
る
が
、
よ
り
広
い
部
分
、
つ
ま

り
人
口
の
個
人
移
動
も
、
移
動
し
た
個
人
の
移
動
地
に
お
け
る
家
族

形
成
に
よ
り
、
あ
る
い
は
前
住
地
に
残
し
た
家
族
の
合
流
に
よ
っ
て
、

家
族
移
動
に
つ
な
が
る
。
し
か
も
調
査
対
象
に
個
人
で
な
く
世
帯
を

と
る
な
ら
、
人
口
の
地
域
移
動
で
近
似
的
に
家
族
の
地
域
移
動
が
神

社
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
事
例

　

人
口
移
動
が
自
然
増
人
口
の
流
出
て
い
ど
で
あ
る
と
き
は
、
他
に

大
き
な
変
動
要
因
が
な
い
か
ぎ
り
、
地
域
の
社
会
構
造
と
社
会
生
活

は
維
持
さ
れ
、
そ
の
一
環
で
あ
る
神
社
祭
祀
組
織
も
神
社
を
巡
る
地

域
生
活
に
も
大
き
い
変
化
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
顕

著
な
人
口
流
出
が
つ
づ
く
と
、
祭
祀
組
織
は
維
持
さ
れ
え
ず
、
ま
た

必
ず
若
年
人
口
が
減
少
す
る
結
果
、
例
え
ば
祭
礼
に
繰
り
出
す
神
輿

の
担
ぎ
手
が
揃
わ
な
い
た
め
、
祭
礼
の
も
っ
と
も
活
気
あ
る
部
分
が

萎
縮
し
て
、
地
域
住
民
が
愉
し
み
に
し
た
祭
礼
も
魅
力
の
乏
し
い
も

の
と
な
る
。
こ
う
い
う
事
態
は
過
疎
地
な
ら
至
る
と
こ
ろ
で
経
験
さ

れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
で
は
、
逆
に
来
住
者
の
流
入
に
よ
っ
て
地
域

人
口
が
激
増
し
た
場
合
、
ど
う
し
た
こ
と
が
神
社
を
巡
る
生
活
に
起

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
口
が
増
え
た
だ
け
氏
子
が
増
え
る
と
い
っ
た

単
純
な
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
は
ず
で
あ
る
。
常
識
的
に
み
て
、
氏

子
も
少
し
は
増
え
る
だ
ろ
う
が
、
氏
子
で
は
な
い
住
民
の
増
加
が
圧

倒
的
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
ど
う
い
う
こ
と
が
起
る
の
か
。
人
口
激

増
地
域
の
神
職
が
座
談
会
を
開
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と
観
察
を
語

り
あ
え
ば
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
は
把
握
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

わ
た
し
は
四
〇
年
も
前
に
こ
の
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
実
態
調
査

に
よ
っ
て
解
明
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
、
東

京
の
人
口
増
加
は
近
郊
に
集
中
し
て
い
た
の
で
、
東
京
西
郊
と
南
郊

で
そ
れ
ぞ
れ
一
地
点
を
選
び
、
世
帯
を
抽
出
し
て
面
接
調
査
を
し
た

の
で
あ
る
。
東
京
近
郊
の
わ
ず
か
二
地
点
の
調
査
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
で
当
時
の
日
本
に
起
き
て
い
た
動
向
を
的
確
に
把
握
で
き
た
保
証
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は
な
い
。
ま
た
、
反
覆
調
査
を
行
っ
て
動
向
の
把
握
を
確
認
も
補
正

も
し
て
い
な
い
の
で
、
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
る
変
化
に
測
鉛
を
下
ろ

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
調
査
が
乏
し
い
こ
と
を

思
え
ば
、
四
〇
年
前
の
調
査
に
基
づ
く
立
論
に
も
、
い
く
ら
か
の
価

値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
て
國
學
院
大
學
『
日
本
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
二
二
輯
に
掲
載
さ
れ
た
わ
た
し
の
調
査
報
告
（
（
（

に

拠
っ
て
、
標
題
の
テ
ー
マ
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
昭
和
四

〇
年
初
頭
と
い
う
戦
後
二
〇
年
を
へ
た
時
点
の
家
族
を
対
象
に
し
て
、

「
近
現
代
」
の
家
族
を
論
じ
る
と
い
う
の
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
後

に
述
べ
る
よ
う
に
調
査
対
象
に
日
本
近
代
の
家
的
な
直
系
家
族
世
帯

と
現
代
の
核
家
族
世
帯
の
両
者
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
と
、
標
題
を

「
現
代
」
の
家
族
と
改
め
る
に
は
資
料
が
や
や
古
い
こ
と
か
ら
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
「
近
現
代
」
が
妥
当
と
考
え
、
あ
え
て
修
正
し
な

か
っ
た
こ
と
を
念
の
た
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

選
ん
だ
の
は
、
調
査
の
便
宜
が
あ
っ
た
東
京
西
郊
三
鷹
市
野
崎
と

南
郊
狛
江
市
駒
井
の
二
地
点
で
あ
る
。
両
地
点
と
も
昭
和
三
〇
年
代

か
ら
四
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
顕
著
な
人
口
増
を
示
し
て
い
た
。
昭

和
三
〇
年
の
人
口
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
三
鷹
市
の
昭
和
四
三
年
人

口
は
二
一
一
、
や
や
遅
れ
て
人
口
増
が
始
ま
っ
た
狛
江
市
で
は
三
五

二
と
い
う
瞠
目
的
な
伸
び
を
示
し
、
増
の
ほ
と
ん
ど
が
人
口
の
流
入

に
よ
る
社
会
増
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
顕
著
な
人
口
流
入
に
よ

る
地
域
人
口
の
激
増
が
神
社
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
研

究
す
る
条
件
を
満
た
す
地
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

野
崎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
二
年
七
月
現
在
の
住
民
登
録
世
帯
一
、

三
三
九
の
う
ち
、
単
身
世
帯
と
欠
損
世
帯
（
一
夫
婦
も
含
ま
な
い
世
帯
）

を
除
く
六
三
五
世
帯
を
母
集
団
と
し
て
、
一
三
一
世
帯
の
サ
ン
プ
ル

を
得
、
同
年
一
一
月
の
実
査
で
調
査
が
完
了
し
た
一
一
九
世
帯
を
解

析
の
対
象
と
す
る
。
他
方
駒
井
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
昭
和
四
二
年

七
月
現
在
の
住
民
登
録
世
帯
七
二
六
の
う
ち
、
単
身
世
帯
と
欠
損
世

帯
を
除
く
五
二
三
世
帯
を
母
集
団
と
し
て
、
一
二
五
世
帯
の
サ
ン
プ

ル
を
得
、
同
年
八
～
九
月
の
実
査
に
よ
り
調
査
が
完
了
し
た
一
一
四

世
帯
を
解
析
の
対
象
と
す
る
。
昼
間
に
訪
問
す
る
調
査
の
便
宜
を
考

慮
し
て
、
妻
を
面
接
対
象
と
し
、
老
若
二
世
代
の
妻
が
い
る
直
系
家

族
世
帯
で
は
若
い
世
代
の
妻
に
面
接
し
た
の
は
、
な
る
べ
く
新
し
い

動
向
を
捉
え
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

人
口
流
入
に
よ
る
人
口
増
加
の
地
元
神
社
に
対
す
る
影
響
を
解
明

す
る
に
は
、
神
職
、
氏
子
総
代
な
ど
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
個
人
に
対
す
る

聴
取
調
査
も
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
は

世
帯（
家
族
）
に
対
す
る
面
接
調
査
と
い
う
方
法
を
採
用
し
た
。
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
情
報
で
は
曖
昧
に
し
か
語
ら
れ
な
い
末
端
の
動
き
、
ま

さ
に
新
来
住
者
た
ち
の
動
向
を
こ
そ
把
握
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
容
易
な
ら
ぬ
の
は
、
調
査
資
料
を
ど
の
よ
う
に
解
析
す
れ
ば

調
査
目
的
を
達
成
で
き
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
調
査
対

象
を
地
元
世
帯
と
来
住
世
帯
、
来
住
世
帯
を
来
住
の
新
旧
に
よ
っ
て
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分
け
、
来
住
が
古
い
世
帯
群
と
新
し
い
世
帯
群
を
神
社
関
連
事
項
に

つ
い
て
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
に
接
近
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

わ
た
し
が
採
用
し
た
来
住
時
期
別
区
分
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
Ⅰ
地

元
世
帯
：
壬
申
戸
籍
登
載
の
在
来
世
帯
お
よ
び
そ
の
分
家
で
初
代
が

死
亡
し
て
い
る
世
帯
、
Ⅱ
準
地
元
世
帯
：
地
元
世
帯
の
分
家
で
初
代

が
生
存
し
て
い
る
世
帯
お
よ
び
昭
和
二
〇
年
ま
で
に
来
住
し
た
世

帯
、
Ⅲ
昭
和
二
一
～
三
〇
年
来
住
世
帯
、
Ⅳ
昭
和
三
一
～
三
五
年
来

住
世
帯
、
Ⅴ
昭
和
三
六
～
四
〇
年
来
住
世
帯
、
Ⅵ
昭
和
四
一
年
以
降

来
住
世
帯
、
の
六
群
で
あ
る
。
調
査
完
了
世
帯
数
を
来
住
時
期
別
に

み
る
と
、
野
崎
で
は
Ⅰ
二
三
％
、
Ⅱ
二
三
％
、
Ⅲ
・
Ⅳ
一
四
％
、
Ⅴ

一
九
％
、
Ⅵ
二
一
％
、
駒
井
で
は
Ⅰ
二
四
％
、
Ⅱ
一
〇
％
、
Ⅲ
・
Ⅳ

一
三
％
、
Ⅴ
三
五
％
、
Ⅵ
一
八
％
と
な
る
。
地
元
・
準
地
元
が
野
崎

で
は
半
数
近
く
、
駒
井
で
は
三
分
の
一
で
、
駒
井
の
ほ
う
が
来
住
世

帯
の
比
率
が
高
い
こ
と
と
、
近
郊
化
は
三
六
年
以
降
本
格
化
し
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
東
京
都
の
人
口
増
加
率
は
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
で

ピ
ー
ク
を
越
え
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
近
郊
化
が
峠
に
達
し
た
あ
た

り
で
二
地
点
の
調
査
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
来
住
人
口
の
急
増
が
神

社
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
す
る
に
は
格
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

二
地
点
調
査
を
実
施
し
た
昭
和
四
二
年
は
、
ま
だ
右
肩
上
が
り
の

経
済
成
長
の
唯
中
に
あ
っ
た
。
三
年
ま
え
の
三
九
年
に
は
東
海
道
新

幹
線
が
開
業
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
華
々
し
く
開
催
さ
れ
、
四

一
年
に
は
新
東
京
国
際
空
港
の
建
設
が
決
定
さ
れ
、
完
成
乗
用
車
の

輸
入
が
自
由
化
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
成
長
を
背
景
と
し
て
人
口
移
動

が
国
内
的
国
際
的
に
拡
大
す
る
一
方
、
大
学
紛
争
の
火
種
が
あ
ち
こ

ち
で
燻
り
始
め
て
、
安
定
し
た
保
守
体
制
を
破
る
よ
う
な
社
会
変
動

へ
の
漠
然
た
る
憧
れ
が
漂
う
時
代
で
あ
っ
た
。

　

本
論
に
入
る
前
に
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
観
察
対
象
の
世
帯
形
態
で
あ
る
。
野
崎
で
も
ま
た
駒
井
で
も
、
Ⅰ

群
地
元
世
帯
の
過
半
数
は
直
系
家
族
世
帯
で
家
の
形
態
を
と
り
、
他

方
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ⅴ
・
Ⅵ
群
、
つ
ま
り
来
住
世
帯
の
約
九
割
が
野
崎
で
も

ま
た
駒
井
で
も
核
家
族
世
帯
で
あ
っ
た
。
家
的
な
地
元
世
帯
と
核
家

族
的
な
来
住
世
帯
を
と
も
に
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
の
趣

旨
に
合
っ
た
対
象
を
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
は
両
地
点
所
在
の
神
社
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
利
用
し
え

た
資
料
は
昭
和
二
七
・
八
年
頃
調
整
さ
れ
た
現
行
神
社
明
細
帳
で
あ

る
か
ら
、
地
域
の
近
郊
化
が
始
ま
る
か
始
ま
ら
な
い
か
の
、
調
査
世

帯
で
言
え
ば
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
群
だ
け
の
時
代
の
情
報
で
あ
る
。

　

ま
ず
野
崎
の
八
幡
社
は
享
保
年
間
の
創
祀
と
伝
え
ら
れ
る
。
お
そ

ら
く
武
蔵
野
の
開
墾
、
村
落
の
創
始
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
野

崎
村
の
産
土
神
と
し
て
住
民
の
崇
敬
厚
く
、
明
治
四
年
一
〇
月
村
社

に
列
せ
ら
れ
た
。
関
東
大
震
災
の
た
め
社
殿
が
倒
壊
し
、
大
正
一
五

年
一
一
月
再
建
し
て
今
日
に
至
る
と
い
う
。
五
〇
五
坪
の
境
内
に
、

間
口
一
間
半
奥
行
一
間
半
の
木
造
ト
タ
ン
板
葺
の
本
殿
、
間
口
三
間
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奥
行
二
間
の
入
母
屋
造
り
ト
タ
ン
板
葺
の
拝
殿
、
間
口
七
間
奥
行
二

間
半
の
木
造
亜
鉛
板
葺
平
屋
の
社
務
所
が
あ
る
。
九
月
一
五
日
の
例

祭
、
二
月
の
祈
年
祭
、
一
一
月
の
新
嘗
祭
の
他
に
、
一
〇
月
八
日
の

薬
師
縁
日
を
祀
る
。
氏
子
一
五
五
世
帯
と
い
う
の
は
神
札
を
受
け
る

世
帯
の
数
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
七
・
八
年
頃
神
札
を
受
け
な
い
世
帯

が
す
で
に
七
〇
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
う
。
神
職
は
世
田
谷
区
給
田
の
六

所
神
社
宮
司
の
兼
務
。

　

駒
井
の
日
枝
神
社
は
創
立
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
野
崎
八
幡
社
と

同
じ
く
明
治
四
年
一
〇
月
村
社
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
六
坪
の

境
内
に
、
間
口
一
間
奥
行
一
間
の
本
殿
、
間
口
二
間
奥
行
二
間
半
の

覆
殿
、
間
口
二
間
半
奥
行
二
間
の
拝
殿
、
間
口
一
間
奥
行
一
間
半
の

太
鼓
倉
庫
が
あ
る
。
一
〇
月
七
日
の
例
祭
の
他
に
祭
が
年
三
回
執
行

さ
れ
る
。
氏
子
は
四
六
世
帯
で
、
神
社
と
無
関
係
な
住
民
は
ま
だ
あ

ま
り
い
な
か
っ
た
。
神
職
は
狛
江
町
和
泉
の
伊
豆
美
神
社
宮
司
の
兼

務
。
野
崎
八
幡
社
に
比
べ
て
、
境
内
が
狭
く
、
社
務
所
が
な
く
、
氏

子
世
帯
数
も
少
な
く
、
ム
ラ
の
近
郊
化
の
開
始
が
遅
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
武
蔵
野
の
農
家
集
落
の
鎮
守
と
し
て
斎
き
祀
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
は
差
異
が
な
い
。

　

神
社
を
め
ぐ
る
住
民
生
活
に
対
す
る
家
族
の
地
域
移
動
の
影
響
を

点
検
す
る
た
め
に
、
来
住
時
期
別
比
較
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
神
社

を
め
ぐ
る
住
民
生
活
の
何
に
着
眼
す
る
の
が
有
効
で
あ
る
か
。
わ
た

し
は
ま
ず
鎮
守
に
対
す
る
氏
子
意
識
と
氏
子
行
動
を
取
上
げ
、
つ
ぎ

に
神
社
神
道
に
関
す
る
行
動
と
意
識
を
問
題
と
し
た
い
。
後
者
は
氏

子
と
し
て
の
意
識
お
よ
び
行
動
と
相
互
規
定
の
関
係
に
あ
る
の
で
、

前
者
だ
け
切
り
離
し
て
論
ず
る
の
で
は
不
十
分
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
氏
子
意
識
と
氏
子
行
動

　

氏
子
意
識
と
は
地
区
に
鎮
座
す
る
神
社
を
氏
神
と
み
、
自
ら
を
そ

の
氏
子
と
み
な
す
意
識
で
あ
る
。
地
元
神
社
へ
の
帰
属
意
識
と
い
っ

て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
氏
子
意
識
を
捉
え
る
た
め
に
、
次
の
三
つ

の
質
問
を
準
備
し
た
（
番
号
は
調
査
票
の
な
か
の
質
問
番
号
）。

問�

53　

お
た
く
の
氏
神
（
産
土
神
）
は
ど
こ
で
す
か
。―

野
崎
八
幡

社
（
駒
井
日
枝
神
社
）
を
挙
げ
た
も
の
は
＋
、
そ
れ
以
外
は
－
。

問�

55　

ご
主
人
（
姓
が
妻
方
の
場
合
は
お
く
さ
ん
）
の
郷
里
（
出
身
地
）

の
神
社
と
野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
と
、
ど
ち
ら
が
お
た
く
に
と
っ

て
氏
神
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
か
。―

野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
が

郷
里
の
神
社
、
野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
の
ほ
う
が
氏
神
、
ど
ち
ら

も
氏
神
、
以
上
三
種
の
答
え
は
＋
、
郷
里
の
神
社
の
ほ
う
が
氏
神
、

ど
ち
ら
も
氏
神
と
は
い
え
な
い
、
以
上
二
種
の
答
え
は
－
。

問�

56　

お
た
く
は
野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
の
氏
子
で
す
か
。―

氏
子

で
あ
る
＋
、
氏
子
で
は
な
い
、
わ
か
ら
な
い
、
以
上
二
種
の
答
え

は
－
。

　

世
帯
の
氏
子
帰
属
に
つ
い
て
の
妻
の
意
識
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。

各
問
に
対
す
る
回
答
を
＋
－
に
振
り
分
け
た
う
え
で
、
三
問
と
も
に
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＋
で
あ
っ
た
の
を
Ａ
氏
子
意
識
明
瞭
、
三
問
と
も
－
で
あ
っ
た
の
を

Ｃ
氏
子
意
識
な
し
、
＋
－
混
合
す
る
も
の
を
Ｂ
氏
子
意
識
曖
昧
と
規

定
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
分
布
を
来
住
時
期
別
に
観
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
来
住
時
期
の
早
い
世
帯
ほ
ど
氏
子
意
識
の
明
瞭
な
者

が
多
く
、
来
住
時
期
の
遅
れ
た
世
帯
ほ
ど
氏
子
意
識
の
な
い
者
が
多

い
。
野
崎
の
例
で
言
え
ば
、
Ａ
氏
子
意
識
の
明
瞭
な
世
帯
が
、
Ⅰ
群

で
は
一
〇
〇
％
、
Ⅱ
群
で
は
八
九
％
、
Ⅲ
・
Ⅳ
群
で
は
急
落
し
て
二

九
％
、
Ⅴ
群
で
一
七
％
、
Ⅵ
群
で
四
％
と
段
階
的
に
減
少
し
て
い
く
。

他
方
、
Ｃ
氏
子
意
識
の
な
い
の
は
、
さ
す
が
に
Ⅰ
群
・
Ⅱ
群
で
は
皆

無
で
あ
る
が
、
Ⅲ
・
Ⅳ
群
以
下
で
は
急
増
し
て
Ⅵ
群
で
は
七
二
％
に

達
す
る
。
駒
井
で
も
、
来
住
時
期
の
新
旧
と
氏
子
意
識
の
有
無
と
は

見
事
に
対
応
し
て
お
り
、
ま
さ
に
氏
子
意
識
は
来
住
時
期
の
新
旧
に

よ
っ
て
組
織
的
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
両
地
区
に
共
通
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
一
方
、
全

体
と
し
て
の
Ａ
Ｃ
Ｂ
の
分
布
に
は
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
こ
と
も
無

視
で
き
な
い
。
野
崎
で
は
Ａ
（
明
瞭
）
が
も
っ
と
も
多
く
二
分
の
一

を
超
え
、
Ｂ
（
曖
昧
）
が
も
っ
と
も
す
く
な
く
六
分
の
一
強
に
す
ぎ

な
い
。
他
方
駒
井
で
は
、
Ｂ
が
も
っ
と
も
多
く
二
分
の
一
弱
、
Ａ
が

も
っ
と
も
少
な
く
四
分
の
一
弱
に
す
ぎ
な
い
。
同
じ
東
京
近
郊
で
も

氏
子
意
識
を
大
づ
か
み
に
捉
え
た
場
合
、
そ
の
強
弱
濃
淡
に
は
地
区

差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
を
実
施
し
た
頃
、
氏
子
地
域
へ
の
来
住
人
口
激
増
の
結

果
、
氏
子
の
実
質
の
な
い
住
民
が
増
え
た
事
態
を
把
握
す
る
た
め
、

岡
田
米
夫
氏
が
氏
子
を
実
質
氏
子
、
祭
礼
氏
子
、
傍
観
氏
子
の
三
つ

に
分
け
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
性
格
づ
け
た
（
（
（

。

　

実�

質
氏
子―

従
来
の
慣
行
に
よ
る
氏
子
費
を
完
全
に
納
め
る
人
々
。

大
体
終
戦
前
か
ら
在
住
す
る
。

　

祭�

礼
氏
子―

祭
礼
の
時
つ
き
あ
い
で
祭
礼
費
だ
け
を
納
め
る
人
々
。

終
戦
後
そ
の
土
地
に
住
ん
で
一
〇
年
位
に
な
る
。

　

傍�

観
氏
子―

近
年
の
来
住
者
で
土
地
に
な
じ
み
が
薄
い
者
。

　

こ
の
性
格
づ
け
は
、
神
社
費
負
担
の
程
度
と
来
住
時
期
の
新
旧
と

が
相
即
す
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
こ
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
わ
た
し
の
調
査
で
も
祭
礼
の
さ
い
寄
付
す
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
祭
礼
の
さ
い
の
寄
付
だ
け
で
神
社
費
負
担

を
捉
え
る
こ
と
に
無
理
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
神
社
費
負
担
と
は
直

接
に
は
関
係
な
く
規
定
さ
れ
た
氏
子
意
識
を
も
っ
て
、
氏
子
を
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
掲
三
分
類
に
対
応
さ
せ

れ
ば
、
Ａ
は
実
質
氏
子
に
、
Ｂ
は
祭
礼
氏
子
に
、
そ
し
て
Ｃ
は
傍
観

氏
子
に
引
き
あ
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。終
戦
前
か
ら
在
住
す
る
Ⅰ
・

Ⅱ
群
は
ほ
と
ん
ど
も
し
く
は
大
部
分
Ａ
で
あ
っ
て
実
質
氏
子
と
い
う

べ
く
、
戦
後
来
住
の
Ⅲ
・
Ⅳ
群
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
混
淆
す
る
が
、
全

体
と
し
て
Ｂ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
み
る
な
ら
、
祭
礼
氏
子
と
い

う
の
が
当
た
っ
て
お
り
、
昭
和
三
六
年
以
降
来
住
の
Ⅴ
・
Ⅵ
群
で
は

圧
倒
的
に
Ｃ
が
多
く
、
傍
観
氏
子
と
い
え
よ
う
。
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つ
ぎ
に
氏
子
行
動
を
取
上
げ
る
。
こ
こ
で
氏
子
行
動
と
い
う
の
は
、

氏
子
総
代
な
ど
神
社
の
運
営
に
と
く
に
熱
意
を
も
つ
人
々
に
限
ら
ず
、

ふ
つ
う
氏
子
な
ら
一
般
に
行
う
神
社
と
結
び
つ
い
た
行
動
を
さ
す
。

わ
た
し
の
調
査
票
が
含
む
氏
子
行
動
の
項
目
は
左
の
四
つ
で
あ
っ
た
。

問�

58　

野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
の
祭
り
の
日
に
、
お
た
く
で
は
ふ
だ

ん
と
ち
が
っ
た
ご
ち
そ
う
を
つ
く
り
ま
す
か
（
（
（

。―

①
つ
く
る
、
②

つ
く
ら
な
い
。

問�

59　

お
た
く
で
は
野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
の
お
札
を
ま
つ
っ
て
い

ま
す
か
（
（
（

。―

①
い
る
、
②
い
な
い
。

問�

63　

野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
の
祭
り
の
さ
い
、
お
た
く
で
は
参
拝

な
さ
い
ま
す
か
。―

①
参
拝
す
る
、
②
参
拝
で
な
く
余
興
を
み
に

ゆ
く
、
③
参
拝
せ
ず
、
余
興
も
み
に
も
ゆ
か
な
い
。

問�

64　

お
た
く
で
は
年
頭
に
野
崎
（
駒
井
）
の
神
社
に
参
拝
な
さ
い

ま
す
か
。―

①
す
る
、
②
し
な
い
。

　

先
に
考
察
し
た
氏
子
意
識
は
回
答
者
で
あ
る
妻
個
人
の
意
識
に
傾

き
が
ち
な
の
に
対
し
て
、
氏
子
行
動
は
回
答
者
個
人
と
い
う
よ
り
も

世
帯
全
体
の
行
動
を
示
し
や
す
い
。
さ
て
、
以
上
四
項
目
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
①
（
問
63
だ
け
②
を
含
め
る
）
を
選
ん
だ
、
つ
ま
り
問

わ
れ
た
行
動
を
す
る
と
答
え
た
世
帯
の
比
率
を
来
住
時
期
別
に
観
察

す
る
と
、
来
住
時
期
の
新
し
い
群
ほ
ど
そ
の
比
率
が
逓
減
し
て
お
り
、

群
間
の
落
差
は
Ⅱ
群
と
Ⅲ
群
の
間
で
も
っ
と
も
著
し
い
。
予
想
ど
お

り
の
結
果
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
四
項
目
を
組
合
わ
せ
て
、
四
つ
と
も
①
で
あ
る
の
を
α
十

分
な
氏
子
行
動
、
四
つ
と
も
②
（
問
63
だ
け
③
）
で
あ
る
の
を
γ
氏

子
行
動
な
し
、
①
②
あ
い
混
ず
る
の
を
β
不
十
分
な
氏
子
行
動
と
名

づ
け
、
そ
の
比
率
に
注
目
し
よ
う
。
ま
ず
全
体
と
し
て
β
が
も
っ
と

も
多
く
、
野
崎
で
も
駒
井
で
も
半
ば
を
占
め
て
い
る
が
、
α
は
野
崎

の
ほ
う
に
多
く
、
γ
は
駒
井
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
差
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
先
に
み
た
氏
子
意
識
で
、
野
崎
に
Ａ
が
も
っ
と
も
多

い
の
に
対
し
て
駒
井
に
は
Ｂ
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
に
対
応
す

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
α
β
γ
の
分
布
を
来
住
時
期
別
に
観
察
す
る
と
、
野
崎
で
は
α
は

Ⅰ
群
と
Ⅱ
群
に
集
中
す
る
。
β
は
ど
の
群
に
も
み
ら
れ
る
が
、
と
く

に
Ⅲ
・
Ⅳ
群
と
Ⅴ
群
に
お
い
て
高
率
で
あ
る
。
γ
は
Ⅰ
群
に
は
な
く

Ⅱ
群
か
ら
出
現
し
て
Ⅵ
群
で
は
八
割
に
達
し
て
い
る
。
か
く
て
、
α

は
Ⅰ
群
と
Ⅱ
群
を
、
β
は
Ⅲ
・
Ⅳ
群
と
Ⅴ
群
を
、
γ
は
Ⅵ
群
を
特
徴

づ
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
駒
井
で
は
や
や
異
な
っ
て
α
が
Ⅰ

群
だ
け
を
、
β
が
Ⅱ
群
、
Ⅲ
・
Ⅳ
群
、
Ⅴ
群
を
、
γ
が
Ⅵ
群
を
特
徴

づ
け
て
い
る
が
、
大
勢
に
は
何
ら
の
変
わ
り
が
な
い
。

　

以
上
、
氏
子
意
識
と
氏
子
行
動
を
観
察
し
た
結
果
、
来
住
時
期
に

よ
っ
て
氏
子
意
識
の
明
瞭
度
に
一
定
の
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
氏
子

行
動
の
十
全
度
に
も
同
様
の
傾
向
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
氏
子
意
識
の
明
瞭
度
と
氏
子
行
動
の
十
全
度
と
の
関
連
を
み
る

と
、
予
想
ど
お
り
、
氏
子
意
識
が
明
瞭
な
群
ほ
ど
氏
子
行
動
は
十
全
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で
あ
り
、
ま
た
逆
に
氏
子
行
動
が
十
全
な
群
ほ
ど
氏
子
意
識
が
明
瞭

で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
氏
子
意
識
明
瞭
（
野
崎
）
あ
る
い
は

あ
い
ま
い
（
駒
井
）
と
判
定
さ
れ
た
者
、
氏
子
行
動
不
十
分
と
判
定

さ
れ
た
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
半
数
に
達
す
る
の
で
、
意
識
明
瞭
だ

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
行
動
十
分
で
あ
る
わ
け
で
な
く
、
ま
た
行

動
不
十
分
だ
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
氏
子
意
識
が
な
い
わ
け
で
な

い
。
こ
の
点
に
鑑
み
て
氏
子
意
識
と
氏
子
行
動
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
を

組
合
わ
せ
、
該
当
す
る
事
例
数
を
地
域
ご
と
に
比
率
で
示
し
て
、
氏

子
を
分
類
し
て
み
た
。

氏
子
意
識
氏
子
行
動

事
例
数
（
％
）

氏
子
分
類

Ａ

α

野
崎
二
五
駒
井
一
三
中
核
氏
子�
（
Ａ
と
α
の
組

合
わ
せ
）

Ａ

β

｝

三
七

四
六

一
般
氏
子�

（
Ａ
と
α
の
組

合
わ
せ
で
な
く

他
方
Ｃ
も
γ
も

含
ま
ず
）

Ｂ

α
・
β

Ａ
・
Ｂ

γ

｝

一
九

二
三
周
辺
氏
子�

（
Ｃ
あ
る
い
は

γ
を
含
む
）

Ｃ

α
・
β

Ｃ

γ

一
九

一
八
休
眠
氏
子�

（
Ｃ
と
γ
の
組

合
わ
せ
）

　

氏
子
の
四
類
別
に
与
え
た
名
称
は
、
Ｊ
．
Ｈ
．
フ
ィ
ヒ
タ
ー
の

nuclear, m
odal, m

arginal, dorm
ant

と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
教
区
民
分
類
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
（
（
（

。
こ
れ
を
岡
田
氏
の
分
類

名
称
と
対
応
さ
せ
る
な
ら
、
中
核
氏
子
と
一
般
氏
子
は
実
質
氏
子
に
、

周
辺
氏
子
は
祭
礼
氏
子
に
、
休
眠
氏
子
は
傍
観
氏
子
に
相
当
す
る
と

い
え
よ
う
。
岡
田
説
の
ほ
う
が
氏
子
の
実
態
を
具
体
的
に
捉
え
て
い

る
強
み
が
あ
る
が
、
フ
ィ
ヒ
タ
ー
説
が
実
質
氏
子
の
う
ち
行
動
的
な

分
子
を
中
核
氏
子
と
し
て
分
別
し
た
点
、
休
眠
氏
子
を
傍
観
者
と
し

て
突
き
放
さ
ず
、
目
覚
め
を
待
つ
姿
勢
を
示
し
て
い
る
点
は
留
意
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
般
氏
子
は
や
は
り
も
っ
と
も
多
い
。
こ
れ
を
モ
ー
ド
と
す
る
分

布
は
野
崎
と
駒
井
で
よ
く
似
て
い
る
が
、
た
だ
駒
井
で
は
一
般
氏
子

が
と
く
に
多
く
、
そ
の
分
中
核
氏
子
が
少
な
い
点
に
唯
一
の
相
違
が

み
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
駒
井
に
お
け
る
Ａ
お
よ
び
α
、
と
く
に
Ａ
の

少
な
さ
に
由
る
。
そ
れ
は
、
駒
井
の
Ⅱ
群
に
新
し
い
分
家
が
多
く
、

ま
た
被
面
接
者
と
な
っ
た
妻
に
三
五
歳
未
満
の
若
い
女
性
が
多
か
っ

た
た
め
、
Ⅱ
群
で
明
瞭
な
氏
子
意
識
を
示
す
者
が
比
較
的
少
な
か
っ

た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

　

来
住
時
期
別
に
氏
子
の
類
別
分
布
を
み
る
と
、
Ⅰ
群
と
Ⅱ
群
は
中

核
氏
子
か
一
般
氏
子
で
あ
る
が
、
Ⅰ
群
は
よ
り
多
く
中
核
氏
子
に
傾

く
。
Ⅲ
・
Ⅳ
群
か
ら
Ⅵ
群
ま
で
は
一
般
氏
子
・
周
辺
氏
子
・
休
眠
氏

子
に
ま
た
が
る
も
の
の
、
重
点
は
Ⅲ
・
Ⅳ
群
一
般
氏
子
、
Ⅴ
群
周
辺
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氏
子
、
Ⅵ
群
休
眠
氏
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、
意
識
と
行

動
の
両
面
か
ら
捉
え
た
神
社
に
対
す
る
住
民
の
関
係
は
、
来
住
時
期

に
よ
っ
て
著
し
い
差
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
来
住
人
口

の
急
増
は
、
周
辺
（
祭
礼
）
氏
子
、
さ
て
は
休
眠
（
傍
観
）
氏
子
の

急
増
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
予
想
さ
れ
た
傾
向
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
た

が
、
従
来
か
ら
の
地
元
住
民
は
こ
の
傾
向
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

こ
と
が
少
な
く
、
中
核
氏
子
で
な
く
と
も
一
般
の
実
質
氏
子
と
し
て

神
社
を
支
え
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
実
証
さ
れ
た
と
い

え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
氏
子
の
類
別
は
来
住
時
期
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
世
帯
に
老
人
を
含
む
か
否
か
に
よ
っ
て
も

左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
吟
味
す
る
た
め
に
、

六
〇
歳
以
上
の
老
人
を
含
む
世
帯
（
野
崎
三
八
、
駒
井
二
七
）
と
、
こ

れ
を
含
ま
ず
か
つ
夫
（
世
帯
主
）
が
四
〇
歳
代
で
あ
る
世
帯
（
野
崎
二

七
、
駒
井
一
九
）
と
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
Ⅰ-

Ⅱ
群
で
は
老
人
を

含
む
世
帯
は
中
核
氏
子
に
集
中
し
、
夫
四
〇
歳
代
の
世
帯
は
一
般
氏

子
に
集
中
す
る
と
い
う
明
ら
か
な
差
異
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
Ⅲ

-

Ⅵ
群
で
は
老
人
を
含
む
世
帯
も
含
ま
な
い
世
帯
も
と
も
に
一
般
氏

子
か
周
辺
氏
子
で
あ
っ
て
、
前
者
の
ほ
う
が
地
元
神
社
に
近
い
と
い

う
明
証
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
老
人
を
含
む
か
否
か
が

意
味
を
も
つ
の
は
、
Ⅰ-

Ⅱ
群
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
し
て
、
老
人
を
含
む
グ
ル
ー
プ
で
も
含
ま
な
い
グ
ル
ー
プ

で
も
、
と
も
に
Ⅰ-

Ⅱ
群
の
ほ
う
が
Ⅲ-

Ⅵ
群
よ
り
も
地
元
の
神
社

に
近
い
氏
子
分
類
に
傾
く
こ
と
は
、
来
住
時
期
別
分
析
が
よ
り
妥
当

な
分
析
軸
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
Ⅰ-

Ⅱ

群
の
老
人
を
含
む
世
帯
は
直
系
家
族
世
帯
で
あ
り
、
Ⅲ-

Ⅵ
群
の
そ

れ
は
お
そ
ら
く
老
人
の
核
家
族
世
帯
だ
ろ
う
。
来
住
時
期
が
新
し
い

世
帯
よ
り
も
古
い
世
帯
ほ
ど
、
そ
し
て
核
家
族
世
帯
よ
り
も
直
系
家

族
世
帯
の
ほ
う
が
、
神
社
に
近
い
意
識
と
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
Ⅰ-

Ⅱ
群
で
老
人
の
存
在
が
意
味
を
も
つ
の
は
、
直
系
家

族
世
帯
で
は
老
人
が
神
社
と
か
か
わ
る
役
割
を
担
当
し
て
い
る
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
神
社
神
道
に
関
す
る
行
動
と
意
識

　

つ
ぎ
に
、
対
象
地
区
の
地
元
神
社
を
め
ぐ
る
意
識
と
行
動
と
は
一

回
り
広
い
、
い
わ
ば
神
社
神
道
的
行
動
と
意
識
に
注
目
す
る
。
行
動

と
し
て
は
、
神
棚
・
屋
敷
神
祠
の
保
持
、
神
宮
大
麻
と
そ
の
他
の
神

札
の
奉
安
、
年
頭
・
祭
礼
・
新
生
児
の
た
め
の
神
社
参
拝
、
意
識
と

し
て
は
、
神
社
お
よ
び
祭
礼
の
必
要
性
に
関
す
る
意
識
を
調
査
し
、

来
住
時
期
別
に
解
析
し
た
。

　

神
棚
・
屋
敷
神
祠
の
保
持
率
、
神
宮
大
麻
・
そ
の
他
の
神
札
（
（
（

奉

安
率
は
、
来
住
時
期
の
新
し
い
群
ほ
ど
低
率
と
な
っ
て
い
る
。
Ⅰ-

Ⅱ
群
で
神
棚
の
な
い
世
帯
は
少
数
に
止
ま
り
、
保
持
し
な
い
世
帯
は

か
つ
て
保
持
し
て
い
た
が
家
屋
新
築
の
さ
い
設
け
な
か
っ
た
、
家
を
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新
築
し
て
分
家
し
た
と
き
設
置
し
な
か
っ
た
（
（
（

、
創
価
学
会
に
入
会
し

た
と
き
取
り
払
っ
た
、
な
ど
保
持
か
ら
非
保
持
へ
の
明
ら
か
な
推
移

を
示
す
。
屋
敷
神
祠
の
保
持
は
Ⅰ
群
に
か
ぎ
ら
れ
、
か
つ
低
率
で
あ

る
。
Ⅱ
群
で
例
外
的
に
保
持
す
る
も
の
は
酒
屋
と
自
転
車
店
で
あ
っ

て
、
彼
ら
が
祀
る
イ
ナ
リ
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
屋
敷
神
は
農
耕
神
で

あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
商
売
祈
願
と
結
び
つ
き
や
す
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
地
元
神
社
以
外
へ
の
年
頭
・
祭
礼
の
さ
い
の
社
参
に
つ

い
て
は
、
Ⅰ
群
以
外
で
は
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
来
住
時
期
別
の
明

瞭
な
傾
斜
型
は
見
出
さ
れ
ず
、
や
や
低
ま
っ
た
ま
ま
推
移
す
る
一
種

の
拡
散
状
態
を
示
し
て
い
る
。
ど
の
群
も
そ
こ
そ
こ
の
高
さ
の
拡
散

状
態
は
、
初
詣
で
に
地
元
の
日
枝
神
社
よ
り
は
他
社
へ
参
拝
す
る
駒

井
で
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
初
詣
で
の
社
参
対
象
は
、
野
崎
で
も
駒
井

で
も
明
治
神
宮
が
圧
倒
的
に
多
く
、
参
宮
橋
駅
で
下
車
す
れ
ば
明
治

神
宮
に
参
拝
で
き
る
小
田
急
沿
線
の
駒
井
で
こ
の
傾
向
が
よ
り
著
し

い
。
他
方
、
祭
礼
の
さ
い
の
社
参
対
象
は
地
元
に
近
い
範
域
に
限
ら

れ
て
お
り
、
初
詣
で
の
よ
う
な
遠
方
の
名
社
へ
の
集
中
は
み
ら
れ
な

い
。

　

新
生
児
の
宮
参
り
（
地
元
神
社
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
Ⅰ-

Ⅱ
群
の

実
行
率
は
著
し
く
高
い
が
、
Ⅲ
・
Ⅳ
群
で
急
落
し
た
後
、
反
転
し
て

Ⅴ
群
Ⅵ
群
と
や
や
高
ま
っ
て
一
種
の
拡
散
状
況
を
示
す
。
反
転
す

る
の
は
、
来
住
時
期
の
新
し
い
群
ほ
ど
二
〇
歳
代
の
妻
（
被
面
接
者
）

の
比
率
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
地
元
の
神
社
へ
新
生
児
の
宮
参
り
を

し
た
経
験
率
が
高
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

神
社
神
道
的
行
動
と
し
て
取
上
げ
た
、
神
棚
・
屋
敷
神
祠
の
保
持

率
、
神
宮
大
麻
・
そ
の
他
の
神
札
の
奉
安
率
は
、
来
住
時
期
が
新
し

い
群
ほ
ど
低
率
の
、
傾
斜
型
を
示
す
の
に
対
し
て
、
地
元
神
社
以
外

へ
の
年
頭
・
祭
礼
の
さ
い
の
社
参
は
Ⅰ
群
以
下
で
、
新
生
児
の
宮
参

り
は
Ⅰ
群
・
Ⅱ
群
以
下
で
、
低
ま
っ
た
ま
ま
そ
こ
そ
こ
の
高
さ
の
拡

散
状
態
を
示
し
て
い
る
。
地
元
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
行
動
が
明
瞭
な

来
住
時
期
別
傾
斜
型
を
あ
ら
わ
に
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
広
い
神
社
神

道
的
行
動
の
な
か
に
、
来
住
時
期
に
か
か
わ
ら
な
い
拡
散
状
態
が
出

現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

神
社
神
道
的
意
識
と
し
て
、
神
社
の
祭
礼
が
必
要
か
ど
う
か
の
意

見
と
、
そ
も
そ
も
神
社
が
必
要
か
ど
う
か
の
意
見
を
問
う
て
い
る
。

　

祭
礼
が
必
要
と
い
う
意
見
よ
り
も
神
社
が
必
要
と
い
う
意
見
が
高

率
で
あ
る
こ
と
と
、
祭
礼
と
神
社
と
も
に
必
要
と
い
う
意
見
が
駒
井

よ
り
も
野
崎
の
ほ
う
が
高
率
で
あ
る
外
は
、
二
問
に
対
す
る
回
答
は

同
じ
傾
向
を
示
す
。
そ
こ
で
一
括
し
て
調
査
結
果
を
要
約
す
る
と
、

「
絶
対
必
要
」
と
い
う
の
は
一
割
に
満
た
ず
、「
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」

と
い
う
の
が
も
っ
と
も
多
く
五
割
か
ら
六
割
を
占
め
、
そ
れ
に
つ
ぐ

の
は
「
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
」
で
二
割
弱
か
ら
三
割
弱
、「
な

い
ほ
う
が
よ
い
」
一
割
前
後
以
下
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
あ
っ

た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
か
な
り
積
極
的
な
意
見
が
代
表
的
と
い
え

よ
う
。「
絶
対
必
要
」
と
「
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
肯
定
的
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な
意
見
を
合
算
す
る
と
、
祭
礼
に
つ
い
て
は
六
割
前
後
、
神
社
に
つ

い
て
は
七
割
弱
に
達
す
る
。
神
社
も
祭
礼
も
ま
ず
は
支
持
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
支
持
率
を
来
住
時
期
別
に
観
察
す
る
と
、
来
住
時
期
の
古
い

群
ほ
ど
比
率
が
高
い
が
、
き
び
し
い
傾
斜
型
で
な
く
あ
る
て
い
ど
拡

散
し
て
い
る
。
な
ぜ
拡
散
状
態
を
示
す
の
か
。
そ
の
理
由
を
理
解
す

る
た
め
に
は
神
社
を
必
要
と
認
め
る
理
由
を
探
っ
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
神
社
を
必
要
と
す
る
理
由
と
し
て
は
、
儀
式
と
宮
参
り
の

た
め
、
町
内
の
ま
と
ま
り
の
た
め
、
し
き
た
り
と
し
て
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
の
四
項
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
「
儀
式
と
宮
参
り

の
た
め
」
は
新
し
い
来
住
者
群
ほ
ど
減
少
し
て
お
り
、「
町
内
の
ま

と
ま
り
の
た
め
」
は
新
来
住
者
の
間
で
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

他
方
、「
し
き
た
り
と
し
て
」
の
比
率
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、「
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
」
も
同
様
で
あ
る
。
後
二
者
に
よ
っ
て
、
来
住

時
期
別
に
支
持
率
を
解
析
し
た
場
合
あ
る
て
い
ど
の
拡
散
状
態
が
検

出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
町
内
の
ま
と
ま
り
の
た
め
」も
し
く
は「
儀

式
と
宮
参
り
の
た
め
」
神
社
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
の
減
少
は
、

神
社
の
地
元
性
の
稀
薄
化
、
い
い
か
え
れ
ば
神
社
の
地
元
社
会
統
合

機
能
の
退
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
神
社
は
特
定
の
地
元
社
会
と
の
結

び
つ
き
を
弱
め
る
一
方
、
生
活
慣
習
と
し
て
、
あ
る
い
は
宗
教
文
化

と
し
て
、
来
住
の
新
旧
に
か
か
わ
ら
な
い
拡
散
し
た
形
で
、
必
要
性

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
検
に
よ
っ
て
、
氏
子
行
動
と
氏
子
意
識
に
み
た
鋭
い
傾

斜
型
に
対
し
て
、
神
社
神
道
的
行
動
と
意
識
の
特
色
は
傾
斜
型
と
拡

散
状
態
の
併
存
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
も
し
傾
斜
型
を
示
す
だ

け
な
ら
、
新
し
い
来
住
者
の
地
元
神
社
へ
の
無
関
心
状
態
は
説
明
で

き
て
も
、
明
治
神
宮
な
ど
名
社
へ
の
初
詣
の
大
群
は
理
解
不
可
能
と

な
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
拡
散
と
い
う
も
う
一
つ
の
傾
向
を
見

出
し
た
。
神
道
的
生
活
慣
習
の
拡
散
の
ゆ
え
に
、
地
元
性
が
希
薄
化

し
て
も―

む
し
ろ
す
れ
ば
こ
そ―

、
名
社
へ
の
殺
到
が
生
起
す
る
の

で
あ
る
。

五
、
考
察

　

野
崎
と
駒
井
と
い
う
東
京
近
郊
の
二
地
点
に
つ
い
て
神
社
信
仰
の

実
態
を
調
査
し
、
住
民
の
来
住
時
期
別
に
調
査
結
果
を
解
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
急
激
な
人
口
流
入
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

試
み
た
。
そ
の
結
果
、
両
地
点
の
相
違
点
と
共
通
性
が
と
も
に
把
握

さ
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
相
違
点
よ
り
共
通
性
の
ほ
う
が
強
烈
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
神
社
信
仰
に
対
す
る
近
郊
化
の
影
響
を
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

共
通
性
の
一
面
は
、
地
元
神
社
に
か
か
わ
る
行
動
と
意
識
に
お
い

て
来
住
時
期
別
に
み
ら
れ
る
傾
斜
型
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
傾
向

の
谷
間
に
、
年
頭
お
よ
び
祭
礼
の
さ
い
の
社
参
、
新
生
児
の
宮
参
り

な
ど
、
地
元
の
神
社
と
結
び
つ
か
な
く
と
も
成
立
し
う
る
行
動
や
、
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神
社
を
し
き
た
り
と
し
て
ま
た
は
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
ど
こ
ろ
と
し
て

必
要
と
す
る
意
識
の
、
拡
散
状
態
も
観
察
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
た
共
通

性
の
盾
の
一
面
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
人
口
流
入
の
激
し
い
近
郊
で

は
、
神
社
信
仰
は
傾
斜
型
と
拡
散
状
態
と
い
う
異
な
っ
た
二
つ
の
共

通
の
様
相
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
傾
斜
型
と
は
来
住
時
期
別
逓
減

の
傾
向
で
あ
り
、
拡
散
状
態
と
は
こ
の
傾
向
を
示
さ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
二
つ
は
一
見
矛
盾
し
て
い
る
か
に
み
え
る
が
、
実
は
あ
る
一
つ

の
動
向
の
異
な
る
側
面
と
考
え
ら
れ
る
。

　

あ
る
一
つ
の
動
向
と
は
神
社
信
仰
の
脱
地
域
化
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

動
向
で
あ
る
。
新
し
い
来
住
世
帯
ほ
ど
氏
子
意
識
が
稀
薄
で
氏
子
行

動
も
乏
し
い
。
こ
れ
が
傾
斜
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
口
流
入
が
激

し
く
新
し
い
来
住
世
帯
の
多
い
地
区
で
は
、
地
元
神
社
は
近
隣
生
活

か
ら
浮
き
上
が
っ
た
存
在
と
な
る
（
脱
地
域
化
）。
と
こ
ろ
が
、
あ
る

種
の
神
道
的
慣
行
と
意
識
と
は
、
地
元
性
を
喪
失
し
た
ま
ま
、
近
隣

の
共
同
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
で
、
い
な
地
域
性
を
喪
失
し
、

近
隣
の
共
同
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
文
化
的
慣
習
と

し
て
拡
散
的
に
保
持
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
社
信
仰
の
脱
地
域
化
か

ら
、
拡
散
状
態
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

傾
斜
型
は
、
敗
戦
後
の
政
治
的
社
会
的
思
想
的
状
況
の
も
と
で
、

観
光
資
源
に
な
る
よ
う
な
特
殊
神
事
も
、
広
い
氏
子
区
域
も
な
い
近

郊
神
社
の
衰
退
を
も
た
ら
し
た
。
野
崎
八
幡
社
や
駒
井
日
枝
神
社
の

現
状
維
持
的
衰
退
（
（
（

は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
い
る
。
他
方
、

拡
散
状
態
は
広
く
崇
敬
者
を
動
員
し
う
る
名
社
大
社
の
繁
栄
を
促
し

た
。
年
頭
に
お
け
る
明
治
神
宮
へ
の
殺
到
は
こ
の
例
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
脱
地
域
化
と
い
う
傾
向
が
、
一
方
で
は
傾
斜
型
に
お
い
て
多

数
の
集
落
神
社
の
衰
運
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
は
拡
散
状
態
に
お
い

て
一
部
神
社
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
の
大
社

の
賑
わ
い
は
必
ず
し
も
神
社
信
仰
の
復
興
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
は

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
郊
の
二
社
か
ら
え
た
知
見
は
、
お
そ
ら
く
近
郊
の
集
落
神
社
一

般
の
動
向
を
映
し
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
都
市
的
社
会
に
お
け
る
神

社
の
動
向
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に

わ
れ
わ
れ
の
知
見
の
妥
当
性
を
広
め
に
設
定
す
る
と
き
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
仮
説
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

神
社
は
ま
ず
一
門
の
氏
神
（
祖
神
・
守
護
神
）
と
し
て
成
立
し
、

つ
い
で
一
門
の
衰
亡
や
一
門
以
外
の
住
民
の
参
加
に
よ
っ
て
地
域
の

鎮
守
と
し
て
再
生
し
た
。
も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
地
域
の
鎮
守
と
し
て

存
立
し
来
っ
た
神
社
も
あ
る
し
、
ま
た
一
門
の
氏
神
で
あ
り
つ
づ
け

た
神
社
も
あ
ろ
う
が
、
大
局
的
に
と
ら
え
る
な
ら
、
一
門
の
氏
神
か

ら
地
域
の
鎮
守
へ
と
い
う
進
化
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、

祀
る
側
か
ら
い
え
ば
氏
人
か
ら
（
村モ
ロ

人ト

を
へ
て
）
氏
子
へ
と
い
う
推

移
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
や
社
会
の
都
市
化
に
よ
り
、
地
域
の
神

社
も
脱
地
域
化
し
て
広
域
の
崇
敬
社
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
一

門
の
氏
神
が
脱
族
縁
化
す
る
さ
い
、
そ
の
波
に
乗
っ
た
神
社
は
存
続
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し
、
乗
り
え
な
か
っ
た
神
社
は
没
落
し
た
よ
う
に
、
地
域
の
鎮
守
の

脱
地
域
化
に
さ
い
し
て
、
広
域
の
崇
敬
社
へ
と
脱
皮
す
る
条
件
を
備

え
た
神
社
は
成
長
し
、
脱
皮
で
き
な
か
っ
た
神
社
は
衰
運
を
辿
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

広
域
の
崇
敬
社
と
は
、
一
門
の
氏
神
が
主
に
族
縁
（
地
縁
・
心
縁

も
あ
る
が
）
に
依
存
し
、
地
域
の
鎮
守
が
主
に
地
縁
（
心
縁
も
あ
る
が
）

に
依
存
し
た
の
に
対
し
、
主
に
心
縁
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
崇
敬
者
を
遠
近
か
ら
吸
引
し
う
る
魅
力
を
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
魅
力
と
は
あ
ら
た
か
な
霊
験
で
あ
っ
た
り
、
荘
重
醇

美
な
祭
儀
で
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
「
忝
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」
神
域

社
殿
の
た
た
ず
ま
い
で
あ
っ
た
り
し
よ
う
が
、
ま
た
人
の
心
を
う
つ

教
え
も
こ
れ
に
加
わ
り
う
る
。
地
域
の
鎮
守
か
ら
広
域
の
崇
敬
社
へ

の
進
化
の
唯
中
に
あ
る
と
の
仮
定
か
ら
、
こ
の
進
化
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
何
を
な
す
べ
き
か
の
方
策
も
、
演
繹
的
に
導
出
さ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　

脱
地
域
化
の
動
向
の
な
か
で
、
無
名
で
魅
力
の
な
い
集
落
神
社
は

衰
運
を
辿
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
在
来
の
祭
礼
に
の
み
依
存

せ
ず
、
ま
た
形
式
だ
け
の
儀
式
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
中
行
事
、
七
五
三
や
結
婚
式
な
ど
の
通
過
儀
礼
を
く
り
込
み
、

地
域
の
職
能
別
組
合
と
の
結
び
つ
き
を
も
ち
、
ま
た
教
説
面
の
工
夫

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
方
の
大
社
の
よ
う
な
整
備
は
覚
束
な

い
に
せ
よ
、
近
隣
の
個
人
商
店
の
よ
う
な
、
よ
り
日
常
的
で
親
し
み

や
す
い
、
心
の
か
よ
う
神
道
的
施
設
と
し
て
、
生
き
残
り
う
る
近
郊

の
集
落
神
社
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
示
し
て
、

若
い
神
職
に
元
気
を
与
え
る
協
同
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（1
）　

森
岡
清
美
・
花
島
政
三
郎
「
近
郊
化
に
よ
る
神
社
信
仰
の
変
貌
」

國
學
院
大
學
『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
二
輯
、
昭
43
、
七
一

～
一
三
六
頁
。

（
2
）　

神
社
本
庁
調
査
部
『
神
社
運
営
法
』（
二
輯
、
近
代
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
の―

）、
昭
39
、
一
〇
～
二
〇
頁
。

（
3
）　

祭
礼
の
日
の
特
別
の
食
物
と
し
て
必
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
赤
飯
で

あ
り
、
こ
の
他
に
は
煮
〆
が
頻
出
す
る
。
そ
れ
以
外
は
、
う
ど
ん
、

そ
ば
、
す
し
、
団
子
、
五
目
飯
、
お
は
ぎ
、
な
ど
が
僅
か
づ
つ
。

（
4
）　

神
札
は
野
崎
で
は
秋
の
例
祭
の
さ
い
神
職
が
町
会
員
の
数
だ
け
準

備
し
て
く
る
（
一
体
一
〇
円
）。
昭
和
四
二
年
九
月
に
は
神
職
が

四
二
〇
体
も
っ
て
き
た
が
、
町
会
員
は
四
四
六
世
帯
に
達
し
て
い

た
。
不
足
分
は
氏
子
総
代
が
神
饌
物
を
届
け
に
神
職
宅
を
訪
問
し

た
時
、
受
け
と
っ
た
。
駒
井
で
は
祭
礼
の
前
に
年
番
が
各
家
を
巡

回
し
て
寄
付
を
募
る
。
神
札
は
こ
の
寄
付
を
し
た
世
帯
に
対
し
て
、

祭
礼
の
後
、
神
饌
物
と
い
っ
し
ょ
に
配
付
さ
れ
る
。

（
5
）　�Fichter, Joseph H

., Social R
elations in the U

rban Parish. 
U

niversity of Chicago Press, 1954, Chap.2.
（
6
）　

野
崎
で
は
、
そ
の
他
の
神
札
は
所
属
の
講
を
介
し
て
講
員
に
配
付

さ
れ
る
が
、
神
宮
大
麻
の
ほ
う
は
町
会
で
氏
子
総
代
が
年
末
に
希

望
者
の
申
込
み
を
ま
と
め
、
神
職
を
介
し
て
交
付
を
受
け
る
。
大

麻
頒
布
数
は
一
二
〇
体
内
外
で
こ
こ
数
年
来
頭
う
ち
の
状
態
に
あ
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る
。
駒
井
で
も
氏
子
総
代
を
通
じ
て
神
職
か
ら
交
付
を
受
け
る
の

だ
が
、
従
来
配
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
自
動
的
に
頒
布
さ
れ
、

新
た
に
配
付
を
希
望
す
る
者
だ
け
が
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

（
7
）　

駒
井
で
は
、
地
付
き
の
者
が
家
を
新
築
し
て
一
戸
を
構
え
る
場
合

で
も
、
神
棚
は
家
屋
の
不
可
欠
の
一
部
と
は
み
な
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
家
を
新
築
す
る
場
合
、
地
鎮
祭
を
行
う
も
の
は
一

割
前
後
に
す
ぎ
ず
、
地
付
き
の
者
で
地
鎮
祭
を
行
わ
な
い
例
も
珍

し
く
な
い
と
い
う
。
神
道
的
慣
行
か
ら
の
離
脱
が
こ
こ
に
も
み
ら

れ
る
。

（
8
）　

現
状
維
持
的
衰
退
は
野
崎
の
神
宮
大
麻
頒
布
数
に
集
約
的
に
示
さ

れ
て
い
る
が
、
な
お
八
幡
社
で
執
行
さ
れ
る
元
旦
祝
賀
式
、
祈
年

祭
、
風
祭
、
例
祭
、
薬
師
如
来
縁
日
、
勤
労
感
謝
祭
が
年
々
く
り

返
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
出
席
人
数
は
町
会
役
員
と
少
数
の
組

長
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
例
祭
の
余
興
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
、
薬
師
縁
日
の
余
興
が
防
犯
の
映
画
て
い
ど
の
も
の
に
縮

小
し
た
こ
と
、
な
ど
に
も
窺
わ
れ
る
。
地
区
内
の
世
帯
数
が
激
増

し
て
い
る
の
に
神
社
活
動
が
せ
い
ぜ
い
現
状
維
持
的
で
あ
る
こ
と

は
、
相
対
的
に
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
9
）　

来
住
者
で
も
七
五
三
に
は
子
ど
も
を
つ
れ
て
宮
参
り
を
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
野
崎
の
八
幡
社
に
は
神
職
が
お
ら
ず
神
社
の
扉
も
閉
め

た
ま
ま
な
の
で
、
踵
を
返
し
て
下
連
雀
の
八
幡
大
神
社
へ
行
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
町
会
役
員
会
で
は
、
七
五
三
に
も
神
職
に
勤
務

し
て
も
ら
う
件
が
議
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訳
の
分
か
ら
な
い

祝
詞
を
読
み
上
げ
る
よ
り
は
、
神
職
が
精
神
訓
話
の
一
つ
も
し
て

く
れ
る
よ
う
望
む
声
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
駒
井
で
は
ま
だ

深
刻
で
は
な
い
が
、
早
晩
野
崎
と
同
様
の
課
題
が
顕
在
化
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
六
八
・
四
・
二
九
脱
稿
、
二
〇
〇
六
・
八
・
一
五
改
稿
）

（
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
）


